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水戸市教育委員会 総合教育研究所

水戸市立小・中学校及び義務教育学校に在籍する児童・生徒が将来にわたり、
スポーツ・文化芸術活動に継続して親しむことができる機会を確保していくこと
と、学校における働き方改革を推進することにより、児童・生徒の学習環境をは
じめとする小・中学校等の教育環境の改善を図ることを目的として、土曜日又は
日曜日における水戸市休日の地域クラブ事業を行う。
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「水戸市休日の地域クラブ」実施概要

主催

開催目的

説明会

募集・活動開始

活動場所

■保護者説明会
各中学校において6月から7月にかけて開催

■指導者説明会（※指導者登録をした種目の日時にご参加ください。）
日時： 6月20日（土）第1回 9:30～11:30
   第2回 13:30～15:30
 6月27日（土）第3回 9:30～11:30
   第4回 13:30～15:30

会場： 水戸市役所本庁舎４階中会議室1-3

内容： 地域クラブの概要について
 勤務（勤怠管理、報償、アプリへの登録手続き、施設利用の留意点等）に

ついて
 質疑応答
 指導者同士の顔合わせ及び打合せ

■指導者研修会（必須研修）
※自分の種目の日時に参加できない場合は別の日時にご参加ください。
日時： 7月4日（土） 第1回 10:00～11:30
   第2回 13:30～15:00
 8月1日（土） 第3回 10:00～11:30
   第4回 13:30～15:00

会場： 水戸市役所本庁舎４階中会議室1-3

内容： 「指導者としての役割と心構え」について
 「コンプライアンスの徹底」について
 「心肺蘇生法とAEDの使用」について
 その他（質疑応答、諸連絡等）

■地域クラブ「募集」開始
７月中旬より

■地域クラブ「活動」開始
９月５日（土）より

■水戸市立小・中・義務教育学校の体育館など

「受益者」費用 ●月額制2,000円（在籍期間中は活動有無に関わらず徴収）
●徴収方法：当月分を当月１日に口座引落し
●返金方法：翌月に事務局より送金 ※クレジットカード→返金対応可能



陸上、水泳、器械体操、バスケットボール、バレーボール、ソフトテニス、

サッカー、ソフトボール、軟式野球、卓球、柔道、剣道、弓道、レスリング、

吹奏楽、合唱

●目標クラブ数：１2０強→最終目標１5０クラブ

●指導者数：5００人超が登録済み

●参加予定生徒数：5,000人程度

●指導者配置：3～5名程度、そのうちの原則2名で当日のクラブ活動にあたる
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「水戸市休日の地域クラブ」実施概要

対象種目・規模

指導者報償等 ■指導者報償
1,760円/時間（交通費別途支給、１日当たり1,000円上限）

■怪我・事故対応
スポーツ安全保険に水戸市で一括加入

■定期研修の実施
子どもたちとの関わり方、ハラスメント防止、熱中症対策など

■その他
・人材バンクへの登録即指導者となるわけではない
・活動に関する条件等のある場合は申請・登録内容修正が適宜可能

指導者 ■応募資格
18歳以上で競技経験等のある方
→指導経験は不問、保護者・大学生等、地域の幅広い人材を募集

■活動内容
・子どもたちへの指導
→技術やトレーニングの指導、助言、サポートなど
・地域クラブ活動の支援
→練習環境のサポート、連絡調整など

■運営体制
・土曜日3時間/回（基本）
・各クラブ複数人でチーム編成
→シフト制のため毎週参加でなくても可能
・指導者原則2名で運営
※学生だけでの指導はなし

「勝ち負けにこだわらず、子どもたちが楽しく活動できる地域クラブを目指します」



水戸市休日の地域クラブ
実施体制

委託 進捗報告

児童・生徒

（保護者）

地域クラブの提供

水戸市教育委員会
総合教育研究所

連携

小・中学校

義務教育学校

連携

★システム運営管理

★事務局運営管理

運営管理アプリ
アスフィール社アプリを活用

指導者、児童・生徒、保護者及び
学校・地域クラブとの連絡調整

活動計画の作成・共有

参加申込の受付
受益者負担の徴収・管理

指導者の勤怠管理
報償支払管理

保険加入

活動報告書の
作成

水戸市地域連携団体

指導者

連携
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「水戸市休日の地域クラブ」実施体制

実施体制図

●事前の当日スケジュール確認

・日時、会場、参加予定人数、内容、特に注意すべき点など

●原則、当日の朝６：００までに実施の可否確認→運営管理アプリを活用

※可能な限り、早めの連絡に努めること

●当日の参加人員の確認

・出欠（事前・当日）確認、連絡対応（事務・緊急等）、遅刻など

●活動環境の把握

・天候（天気予報、各種注意報、気温など）の迅速かつ正確な把握・対応

●活動中の指導・見守り・運営

●緊急時対応

・ケガ、急病、事故（事件）など→応急手当、救急車対応など

・天候環境急変、各種注意報・警報対応など→各種アプリ、機材を活用

●活動終了後の運営→運営管理アプリを活用

【一例】

08:30～09:00(30分) 集合・準備 ※運営管理アプリの活用→開始

09:00～11:00(120分) 練習・指導・見守り・運営

11:00～11:30(30分) 片付け・ショートミーティング・解散 ※運営管理アプリの活用→終了

★指導者における主な留意点当日運営概要

連携



・メンバー同士で円滑なコミュニケーションを心がけること

・活動において何事にも積極的に参画し、主体性をもつこと

・指導者の管理監督のもとでのみ活動し、必ずその指示に従うこと

・体調不良など何か問題が発生した場合には、可及的速やかに指導者に申し出ること

・活動に必要な機材や備品等を乱雑に扱わないこと

・活動活性化のために運営管理アプリを必要かつ十分に活用すること

・個人情報やID・パスワード等は、責任を持って自身で厳重に管理すること

・許可なくSNSなどへの情報公開をしないこと

※上記のルールに逸脱し改善が見られない場合は、活動への参加をお断りする場合があります。
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「指導者説明会」概要

活動ルール

システム運営管理専用アプリ活用により、「水戸市休日の地域クラブ」活動が
効率化できる主な運営業務

■指導者向けアカウント新規登録の手順(P.5～8)

■水戸市地域クラブ運営ICT基盤(P.8)

■指導者報償(P.9～11)

■緊急・災害時対応(P.12～16)

■部活関係者全体での安心・安全で効率的な「連絡・予定管理」/グループ作
成の仕組み(P.17)

■チーム連絡機能画面/事務局から会員（生徒）・保護者・指導者に「リアルタ
イムで活動計画を共有する」(P.18)

■チーム記録機能画面/事務局から会員（生徒）・保護者・指導者に「一斉連
絡する」(P.19)

■事務局が指導者へ「勤怠管理をする」 /「報償を支払う」 (P.20)

■スポーツ安全保険への加入/SNSによるトラブル防止とリスク管理(P.21)

■「指導者説明会」まとめ/問い合わせ先(P.22)

アプリ活用方法



「指導者説明会」概要

■指導者向けアカウント新規登録の手順
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「指導者説明会」概要

■指導者向けアカウント新規登録の手順
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「指導者説明会」概要

■指導者向けアカウント新規登録の手順
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「指導者説明会」概要

■指導者向けアカウント新規登録の手順
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よくあるご質問

●地域クラブの情報を掲載し、会員（生徒）・保護者が自分にピッタリのクラブを検索できる「地域クラブポー
タル」と、日々の活動を安心安全に管理する「部活アプリ/クラブマネージャー」によるICT基盤を構築します。

■水戸市地域クラブ運営ICT基盤



「指導者説明会」概要
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■指導者報償 振込口座登録の手順



「指導者説明会」概要

10

■指導者報償 振込スケジュール



「指導者説明会」概要
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■指導者報償 ゆうちょ銀行番号登録の留意点



「指導者説明会」概要
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★緊急・災害時対応のポイント

・電話番号・連絡網等は、万が一に備え、デジタルだけでなく紙などアナログも用意しておく。

・緊急事態発生時の関係者（参加者も含んでよい）における役割分担を明確に決めておく。

・救急箱、AED（自動体外式除細動器）、簡易消火器、冷却材など、誰もが使用できるツールを
常時携帯する。また、その使用方法は適宜研修を重ねる。

・救命処置（CPR、心肺蘇生）等の安全講習を定期的に受講する（防災士の資格も有効）。

■緊急・災害時対応



■緊急・災害時対応
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■安全の確保・迅速性
本人の身の安全を確保してから、小さな事象でも放置せず、即座に対応する。
※例外的に、頭部のダメージが疑われる場合などは、むやみに動かさない。

■躊躇ない手配（119または#8000）
意識がない、呼吸困難、大量出血など、明らかに緊急を要する場合は、躊躇なく119へ。

★救急安心センター事業（#8000）を活用する。
対象者：茨城県内で、15歳未満の中学生
電話番号：♯8000又は050-5445-2856（全日24時間）

●医師や看護師、トレーニングを受けた相談員が症状を聞き取り、
①緊急性の判定：直ちに救急車を呼ぶべきか、自力で受診すべきかを判断。
②医療機関の案内：症状に応じて、今受診できる適切な病院や診療科を指示。
③応急手当のアドバイス：病院に行くまでの間に自分で行える処置を指示。
④119への転送：緊急性が非常に高いと判断された場合、そのまま消防署の119番通報に
つないでくれる場合もあり。

ケガ・急病人（119）

ケガ・急病発生

水戸市 運営事務局 指導者 参加者 保護者

応急手当

救急手配

緊急連絡

病院・診察・治療

状況把握①

状況把握③ 状況把握②・引継情報連携①

情報連携③情報連携②情報連携④

状況把握④

対応完了

二次対応

一次対応



■緊急・災害時対応
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■安全の確保・迅速性
本人および関係者の身の安全を確保してから、即座に対応する。

火災の場合は、初期消火対応、通報対応、避難誘導対応等、予め役割分担が明確であることが
望ましい。
※例外的に、頭部のダメージが疑われる場合などは、むやみに動かさない。

■躊躇ない手配（110または119）
・意識がない、呼吸困難、大量出血など、明らかに緊急を要する場合は、躊躇なく119へ。
・事故・事件など直接目撃・体験した場合以外でも、状況を冷静に判断し、迷わず110へ。

事故・事件（110）・火災（119）

保護者

事故・事件・火災発生

水戸市 運営事務局 指導者 参加者

警察・救急手配

緊急連絡

病院・診察・治療

状況把握①

状況把握③ 状況把握②・引継情報連携①

情報連携③情報連携②情報連携④

状況把握④

対応完了

二次対応

一次対応

異常発見・遭遇

誘導・回避・避難



■緊急・災害時対応
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■「判断基準」を明確にする

●自然災害・気候変動に対応する場合、国や自治体をはじめ、各活動場所（会場）における規則を明
確にし、把握・対応が求められる。
※個人の判断・行動が、混乱を引き起こす場合があるので注意が必要。

●各会場における避難経路・避難場所などは、必ず確認する。
※避難経路・避難場所等は全員でデジタルだけでなく紙などアナログでも共有しておく。

■「予測可能性」を重視する

●自然災害・気候変動のうち、予め予測が可能な場合が比較的多いことに留意する。

●天気予報、天気図、防災マップ、熱中症警戒アラート、雷アラートなど、各種ツールを活用する。

●無理・ガマンをしない・させない。

■判断基準

●国・自治体等公共規則に従う
地震、火災、洪水、河川氾濫、土砂災害（山崩れ、地滑り）、噴火（降灰、火山ガス）など

●個人（指導者・関係者）の判断
雷、猛暑、雨・雪など

■予測可能性

●突然発生するもの（予測不可）（現場（個人）対応が原則）
地震、火災（建物等）など

●ある程度発生予測可能なもの（事前対応と現場対応のハイブリッド）
雷、洪水、河川氾濫、山林火災、土砂災害（山崩れ、地滑り）、噴火（降灰、火山ガス）など

●予測可能なもの（事前対応が原則）
台風（暴風・強風・竜巻等）、雨・雪・氷・凍結、津波・高潮・波浪・浸水、猛暑など

緊急時対応ルール（自然災害・気候変動）

自然災害・気候変動に対応する際の留意点



■緊急・災害時対応
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■自然災害・気象変動での留意点

●事前認識が可能な場合（台風、氷雪・雨水、暑熱など）
・気象庁、天気予報など、事前情報を確実かつタイムリーに把握する。
・事前の意思決定方法を決めておき、そのルールに従って行動を決定する。
・アプリ等を最大限に活用し、事前の迅速な情報共有と徹底を図る。

●事前認識が出来ない場合（地震、雷、ゲリラ豪雨など）
・判断・行動は、指導者の指示に必ず従う。
・避難経路・避難場所などは事前に必ず確認し、全員で共有しておく。
※デジタルだけでなく紙などアナログでも共有しておくと良い。

自然災害・気象変動（事前認識できる場合）

事前認識

スケジュール・会場の変更、活動の延期・中止

再調整

水戸市 運営事務局 会場 指導者 参加者 保護者

自然災害・気象変動（事前認識できない場合）

活動中

地震・雷・ゲリラ豪雨等の急激な気象変動発生

安全確保・避難・退避

対応完了

水戸市 運営事務局 会場 指導者 参加者 保護者

状況把握・連携状況把握①

情報連携情報把握③ 状況把握②

情報連携



■部活関係者全体での安心・安全で効率的な「連絡・予定管理」
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■グループ作成の仕組み



■チーム連絡機能画面
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■事務局から会員（生徒）・保護者・指導者に「リアルタイムで活動計画を共有する」



■チーム記録機能画面
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■事務局から会員（生徒）・保護者・指導者に「一斉連絡する」



■事務局が指導者へ「勤怠管理をする」
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■事務局が指導者へ「報償を支払う」

●指導者の勤怠情報を管理し、労務管理の適正化と報償計算の正確性担保に活用します。

●指導者の振込先（口座）情報を集め、管理チェックした勤怠管理表を基に支払い代行サービスを活用し、
スムーズな送返金対応が可能です。

※月末締め、翌月末払いにて対応予定。



●事務局が会員（生徒）・指導者の保険加入について、スポーツ安全保険への代理申請・加入を行います。

●加入漏れ等がないよう、運営管理アプリを通じて「保護者・指導者」へ確認・チェックを行います。

■スポーツ安全保険への加入
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■SNSによるトラブル防止とリスク管理

●指導者と会員（生徒）の1to1、会員（生徒）のみ等の、クローズドなやり取りはできません。

●主要な指導者は全グループに自動で追加されるため、連絡の抜け漏れの心配もありません。



近畿日本ツーリスト株式会社

エデュケーショナル・ビジネス事業部

教育ソリューション事業推進部 宮崎 敏行

t.miyazaki877@kntct.com

水戸支店 支店長 中山 幹彦

m.nakayama441@kntct.com

KNT部活運営事務局 中島 潤一郎
nakajima-mito@event-convention.com
※緊急連絡先：

03-6821-6232（KNT部活運営事務局、ご登録ください）

※緊急連絡先以外は、平日９：００～１７：００、アプリ対応のみとなります。
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「指導者説明会」まとめ

問い合わせ先

「勝ち負けにこだわらず、子どもたちが楽しく活動できる地域クラブを目指します」

・メンバー同士で円滑なコミュニケーションを心がけること

・活動において何事にも積極的に参画し、主体性をもつこと

・指導者の管理監督のもとでのみ活動し、必ずその指示に従うこと

・体調不良など何か問題が発生した場合には、可及的速やかに指導者に申し出ること

・活動に必要な機材や備品等を乱雑に扱わないこと

・活動活性化のために運営管理アプリを必要かつ十分に活用すること

・個人情報やID・パスワード等は、責任を持って自身で厳重に管理すること

・許可なくSNSなどへの情報公開をしないこと

※上記のルールに逸脱し改善が見られない場合は、活動への参加をお断りする場合があります。

活動ルール

業務内外に関わらず、不明な点等は上記問い合わせ先へ、遠慮なくお申し
付けください。

昨今、特に屋外活動における異常気象を起因としたトラブルが頻発しており
ますので、正確な情報把握と迅速な対応で、活動環境の保全に努めたいと思
いますので、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

また、活動の品質向上とノウハウ蓄積に資する情報の共有も歓迎いたしま
す。あわせてご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。

最後に
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